
※１ 　速報時に判明している状況であり、調査が進むにつれて内容が変わることがあります。

※２ 　速報時に判明している状況から同種災害を防止するために想定される再発防止対策や関
連通達・指針です。

起因物

災害発生
状況
※1

 厚生労働省「職場のあんぜんサイト」
 同種災害事例のイラストを引用

　フォークリフトを使用してトラック
から荷を降ろす作業を行っていたとこ
ろ、フォークリフトが傾き、被災者は
運転席から転落して、フォークリフト
と床面の間に挟まれたもの。

想定され
る再発防
止対策
※２

○

○

○

○

　フォークリフトの最大積載荷重の範囲内で荷を積載し、荷の
積み方にも留意すること。

　使用するフォークリフトの種類・能力を勘案した作業計画を
作成し、関係労働者に周知すること。

　フォークリフト作業については、フォークリフト運転技能講
習修了者等の有資格者に行わせること。

　運搬時は、フォークを地上から約 15 ～ 20 ｃｍの高さまで
下げて重心を低くし、車両の安定性を良くした状態で走行する
こと。リーチフォーククリフトでは、マストを繰り出した状態
( リーチアウト ) で走行しないこと。

フォークリフト 事故の型 はさまれ、巻き込まれ
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